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吸渡せ尋黒色火薬の燃焼に戟て
(昭和99年10月96日受皿)

せ 月 叉 木 ･ 武 ･一書

･.%色火野申成分中には未払 碑石等の水分

を啄牧La'き成分曾含有する烏吸嶋の緒果･
放地状況不良とTSり使用不能に至る布耳ある

を由で此虎に歴押せる鼻色火葬申含有水分丘

-と軟換状況との勝休を文革研究せんとす｡
･工.放火世と燃焼速度

異色火舜lこ一定丑以上の熱エネルギーを加

ふれt欄 内a}一局軌こて匪む合った参政の分
子が同時に分解され.典0分辞にEII文に之
と揖壊せi多数の分子が野性化今厚さrt連鎖
虎姫横棒に俵b次々t'二伸挿して低めを起すt=
至る○

今異色火葬の活性化L.ネルギーをEA,火蔓
の温まTに於て黒色火薬の有するエネルギー
をEとせけ黒色火葬分子を蓉火せLtrる.1こ必

単なるエネルギーは (中 一E)である｡今外
部より羊ネJt･ギーを受けたる歩合漣放尿鹿を

生起する掛 こ些事TSa.焼魚中心生成分7･の故

をNとせば火葵の温度Tに於で黒色火群を琴
火せLtPるに必要なるエネルギーは,
N(EA-E)TSb.1鈷引二丈際黒色火轟か太
分を奴牧している場合には叫分を幕現せしむ

る再見に除分のzEiネJL,ギーFを加へる必嬰が
ある｡故に黒色火室を焚火せLtr･aIニ必軍T3

主査エネルギーはtN(EA-E)+FlTlb｡
'今外琳よb熱主ネルギーを典へで点色火野
に辞火せLtrる歩&tこ就七考へて見るlこ称旺

時間再に外部よか拭料に加へられるェネルギ
_をAとし,加はる時間をtとせば加はる金

工卓Jt,ギーはAtTS少も井の中l/8が低捻中
心生成に有効TSbノと由 せば茄火の陳件は女
の如し

IAt/8<N(EAIE)+F 不好火 -
rAt/8-N(EA-E)+F.潜火
紬 に於で就料に押-る熱エネルギ-を｢
定にせはA/Sは一定なか｡ 叉同一唖の農色
火葵を使用し葬泡Tを一定,辞科のBE押成型

を同一催件にて行へば (EA-F･)及びNは一
定である〇

･ 枚にtはFに此例す｡鈴るにFは轟色火垂
の含有水舟故山に比例するを以て

t=kn 但しklま骨故 .
BPも舟木に至る進の時間.tは含有水分丘n
把正比例す｡

女に鯉 速まに宜で考集す｡今勤王ネhギ

丁濠と未反感黒色火畢分子との脚係に訣て考
喪するに煎火の切か こは同者間lこ成関宿を有

すれi･も,放免を柵映して.いる齢 には反廠

分子と末長齢 千は瓦に防合っている茸状で

ある｡一方発色火串1gの我生す る熱 丑紘
665cdl=して,230Cの水1gを兼守 するに必
要な.る熱盤比686cdな5｡日
銭引こ黒色火萌の軍用範囲に於ける水分含
有牢は10%以下なるを以て銀色火葬が菅生す
る熱血のソwL=て水は充alL=柵 せらるるこ

ととなる､｡且庶挿せる鳥色火葵の放境過度は

略Icn/SBCで鹿めて退きを似て欣晩する黒色
火葵に酔壊せる未反感の馳 大串分子は充分
恐熟せらる､る鎗瓜,含有水分は殆ど茶致せる

状態とT3'か,従でF比路省線せられ之を0と
見倣す群を得｡故に脚 時に於ける朱反

感分子の膏火脚 判ま女の如_Lo
At/BEN(EA-E)

曲るに冊と同一畢領にTA,a,N,及び
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叉木 王政浪せる点色火鵜の爆免lこ放て

tEA一遇)一党なるを以Ttは一定な少｡
tの一定なる事茸はぬ換速度一定なる現に

'して含有水分に依る影響なし｡由も黒色火蕪
o合有水分丑歩き場合,抵焼速度は合有水分一

に関係せす一定TSh

m 一億 艶 醜 駿

歴持せる黒色火萌の低地旋件を一定にする

負には加へる勲 Jiネルギーは常L=同一にして
∵熱波の放出する火称 ま弘く且琴出時間長を串
を必零とす{此の陳件に通す石勲帝として虎
初屯束スバ-クを使用せLが,熔融せる金鹿

飛散し邑鵬 時間賂き食不通窟なb｡故に合
有加分0%の黒色火葵を歴搾成型せる80を'
駄犬串と1Jで使用し弗の火頼政出面は火姶良

を最大にすさ烏中央執 二田林を有するものを

使用せ5｡活動尭E微妙 こ依る鮎火野燃焼時

の火場長と放境時間との隅係は固1にして火･

頼長180Lnn,燃観博隅2･2sec･TSむ｡
卵抑 え各種含有水分盈D患色火室を内密8
托,外在1gtnm,長･Ll7]tlm,の魚製円筒lこ
坤90kg/cm'にで1分閲歴持し,塵挿画の反
封側を舟火面として使用せか｡
細 方法は圃2に示す如く野火雫を固愛し
.之よbl釦mtrJの距鰍こ塵挿せる醗料を固定.
し,鮎火葬と訳鞄は同一中心線上lこ思き之と

直角に1mの亜牡に清助拓長粒を定きたDo一
統飴は噂垂にて鮎火串に鈷火後葛 蕗城 を窺
･蒋せしめ (l/I..See.毎)鮎火襲火頼放出より

.. JP J

o･
2 品QSq,8 31就料l二分火L酸焼払

了迄紗 し潜火道の砂時也-I-こ幹竹煎火よか燃焼終了道
の時間を測定せb｡

E.賓 駄 鹿 野 ､箕験統料は政和 0%

に鹿焼せる黒色水琴を勝次の健,.水を張ったヂ
13,ケークーや 中に故日間貯赦し各種合

有水分率の訳料を遮り合有水分丑を正確に測
定せるものを規定の形耽 (前鎗)に塵晩成型し

て噂何せ50時間は活動鳥展政財後フィルA

の駒鰍=.伐て溺定せり｡弟火秒時は鮎火葬

放出よ5統料弟火道の時間にで衣はし.,

賦 鹿は釈料が済火開始よb放披隆了迄の時
間と火葬 鵬 長との比を以で喪はせか｡何食肩

水 分 は0-8%迄b もの8種類の拭料に就き茸 飴 を行ひ共の鹿掛

ま固3-4の如し｡含水率と潜火砂時 との

関 係は囲3.に示す如く直線的脚鰍 こある●を

以 で 滞火砂時は含水率に正比例す ｡叉鉄塊 速

ま と令永率 との踊係は固tに 示 す 如 く略一 定 に ･して平均0
.9如m/see.な5｡ePも 地境速度 は

含 水率に関係なく一定に して 前 途 O理静的 考 察 ,&安定し得た5｡

# 1.'含水甲(96)撃 許 至福 当偽像荘慶一. 匝
l(cm/M.)l二 回I 0 0.03.

0.03 0'.87' 0.97一望I

0.490.04匹 1.08~ iJi33 1.06 0..04 0.04 1.19 0.90.

4･1.97 0.05 0.06 ●0;

ilo .0.93与 1.69 0.07

0.Q7 0.89 0.876 9.03 0.ll 0.ll I.06 0.甲

7 6.82●0.14′ I.07

8 8.10 0.18 0.1tI

0.84 0.95Ⅳ.括･ 論

以上塵挿せる黒色火葬の鵬 に野す

る含水率 (10%以下)の紺輸 こ就き理静的

考集を行ひ之を兜飴に僻む確琴し次の結論を得
たbo1. 潜火砂時は含火車に正比例す

2. 駄飽速度は含水率k脚係




